
                                   



住
職
の
佛
教
史 

親
鸞

（Ⅱ） 

関
東
布
教 

四
年
間
、
佐
渡
に
流
罪
と
な
り
、
流
人
生
活
が
終
わ
っ
た
後
も
越
後
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
が
、
後
、
上
野
国
を
通
り
常
陸
国
に
移
り
二
十
年
間
こ
の
地
で
布
教
活

動
を
行
っ
た
。 

関
東
に
入
る
と
ま
ず
下
妻
の
坂
井
郷
に
住
ん
だ
。 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
顕
誓
が
記
し
た
『
反
故
裏
書
』
に
「
常
陸
国
下
妻
ノ
三

月
寺
ニ
三
年
ハ
カ
リ
御
座
ヲ
ナ
サ
レ
メ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

六
十
二
歳
の
と
き
親
鸞
は
京
に
上
る
。 

理
由
は
関
東
の
門
徒
た
ち
か
ら
神
格
化
さ
れ
て
い
く
の
を
嫌
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
京
で
は
五
条
西
洞
院
に
移
り
住
む
。 

こ
こ
で
の
生
活
は
、
貧
窮
と
不
良
の
火
災
、
恵
信
尼
の
越
後
へ
の
帰
郷
と
重
な

り
不
幸
の
連
続
で
あ
っ
た
。
一
説
に
は
、
こ
の
間
の
生
活
を
稲
田
門
徒
が
支
え
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。 

次
回
は
、
そ
の
続
き
と
親
鸞
の
教
え
に
つ
い
て 

住
職 

仁
阿 


